期末試験について

日程：2/4(Mon.)　3限

場所：

持込許可物：①教材(テキスト『刑事法入門(大越義久編著、東京大学出版会、1999)』、講義中に配布された判例プリント)

　　　　　　②六法

　　　　　　③自筆のノート(コピーしたものは不可)

試験範囲：上記テキスト一冊分

出題形式：論述式、問題数は未定(過去問参照)

成績：不可2割の予定。

【試験対策】

・教材を入念に読み込む。

　⇒特に、各判例の末尾に記載されている[コメント]について熟慮すべき。

・刑事裁判における基本的知識は前提視。

　⇒シケプリの「序・法学を学ぶにあたって」を参照。

【私見に基づくキーワード】(順不同)

裁判員制度

解釈の種類(特に類推解釈の違法性)

違法収集証拠の証拠能力
罪刑法定主義

合憲限定解釈

実体的デュー・プロセスの理論における2つの原則

「一般論からあてはめへ」という裁判所の手法

多数意見に対する補足意見・反対意見の存在

刑法と民法における事実認定の差異

刑法における「占有」の概念

器物損壊に対するいくつかの法廷意見・判例

被疑者の自白に対する補強証拠の必要性

新時代における問題に対する「解釈による解決」と「立法による解決」

執行猶予・心身耗弱・情状酌量等、減刑の要因

先行する有罪認定に対する、あとづけとしての解釈による論証(しばしば不明確な論理になる)

etc.

※太字…直接問われる可能性あり。

　細字…直接問われることはないかもしれないが、理解・解答作成の際の前提知識。
